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二 新型コロナウイルス感染症対策について

（一）まん延防止等重点措置の延長効果について 〔知事〕

新型コロナウイルス感染症は、変異を繰り返し、亡くな 感染防止対策についてでありますが、まん延防止等

る方が最悪の水準となり、新規感染者の減少も鈍化して 重点措置に対する道民の皆様や事業者の方々のご理

います。知事は、執行方針の中の医療提供体制の確保 解とご協力により、急拡大してきた新規感染者数はピー

において、自宅療養、ワクチン、検査等を柱としました。こ クを越え、減少傾向が続いております。

うした中で３月７日から再びまん延防止等重点措置を延 しかしながら、より感染力の強いBA．２系統の感染事

長していますが、飲食店に特化した対策を継続すること 例が確認されたほか、全道の病床使用率は高止まりとな

に、専門家からも「効果がない」と疑問視する声が上がっ るなど、道内の感染状況や医療への負荷は、予断を許さ

ています。重点措置の延長の効果を、根拠をもって説明 ない状況が続いていることから、有識者の方々等のご意

できるのか、お伺いしたい。 見を伺った上で、引き続き、重点措置の下、感染防止

感染が広がっているのは、高齢者施設、保育園や学 行動の徹底を図ることとしたところであります。

校、医療機関、家庭であり、飲食店中心の対策は限界で 道としては、新規感染者数をさらに減少させ、医療へ

はありませんか。実態に合わせた対策に練り直しが必要 の負荷を着実に抑えていくため、３月２１日までの間、感

と考えますが、知事に見解を伺います。 染リスクの高まる、飲食の場面における対策に加え、高

齢者施設や学校、保育所など感染が広がっている場所

における対策の徹底を図りながら、ワクチンの追加接種

をはじめ、経口治療薬を提供する医療機関等の拡充、

第三者認証の取得促進などの取組を集中的に進めて

まいります。

【再質】 〔知事〕

第６波では、入院も宿泊療養も出来ない陽性者は最 感染防止対策についてでありますが、現在、新規感

高時は1日３万人を超え、第５波の８倍、陽性者の療養先 染者数は減少傾向となっているものの警戒が必要な状

はほとんどが自宅です。保健所体制のひっ迫により検査 況が続いていることから、まずは、新規感染者数をさら

も受けられず、見なし陽性とされます。これが北海道のコ に減少させ、医療への負荷を着実に抑えていくことが重

ロナ療養の実態です。 要と認識しており、検査等を通じ、治療が必要な方々を

参院予算委員会の公聴会で倉持仁医師は、新たなコ 迅速に探知し、医療に繋げるなどしながら、重点措置の

ロナに問題意識をもって対応することが必要だと述べま 下、感染リスクの高まる場面での対策に加え、高齢者施

した。感染が広がっている場所の対策をどうするのか。ま 設でのオンライン面会の実施や、学校では合唱といっ

た、知事はオミクロン株BA.2は感染力が強いとも答えまし た感染リスクの高い活動は行わないことなど、感染が広

たが、まん延防止等重点措置を漫然と継続するだけでは がっている場所における対策の徹底を図ってまいりま

なく、その対策を新年度どうとるのですか。感染症対策の す。

原則、検査、保護、隔離に立ち返り、感染を抑制し、確実 なお、感染症法に基づく現行の取扱いについては、

に治療に繋げる方策への転換が必要ではありませんか。 今後の流行の主体となる変異株の特性や地域の感染

お聞きします。 状況はもとより、新たな知見などを踏まえた国の動向も

注視しながら、適切に対応してまいります。


